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　株主の皆さまには格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　第158期中間期（2025年４月１日から2025年9月30日まで）の事業の
概況につきまして、報告申しあげます。当中間期におきましては、為替
は比較的安定した推移を見せましたが、世界貿易において、トランプ関
税に振り回される、混乱の期間となりました。
　また、ウクライナや中東情勢など世界経済に大きな影響を与えうる地
政学上のリスクが依然として解決されずに存在することや、日本国内の
政局や米中貿易戦争の行方、人手不足や物流のコストアップなどを勘案
いたしますと、予断を許さない状況にあります。
　このような厳しい状況ではありますが、昨年4月から始まっております
中期経営計画「神栄チャレンジプロジェクト2026」の2年目としての成果
を通期で出せるよう、下半期におけるさらなる事業推進と社会課題の解
決のため、社員一同一致協力し、チャレンジしていく所存でございますの
で、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

ご あ い さ つ

代表取締役社長

2025年11月

赤 澤 秀 朗
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当中間期の業績

　当中間連結会計期間における世界経済
は、ウクライナ情勢の長期化や中東問題に
よる地政学上のリスクに加え、インフレ圧
力による影響が継続する中、米国では政
府による関税引き上げが企業コストを押し
上げ収益を圧迫し、雇用環境も悪化に転じ
るなど景気減速が懸念されるようになりま
した。一方、東南アジアでは、米国に対す
る駆け込み輸出の増加などにより景気の持
ち直し傾向が継続しているものの、米国通
商政策によるマイナスの影響が懸念され、
中国では、米国に対する輸出の減少による
様々な影響が懸念される中、内需の伸び
が鈍化し、長引く不動産市場の低迷などに
より景気減速傾向が続きました。

　わが国経済は、設備投資が堅調を維持
するとともに、インバウンド需要も下支え
となり、緩やかな景気回復が続きました。
一方で、原材料費の高止まりや長期的な
円安基調の影響も受けた輸入コストの上昇
に加えて、人件費や物流コストも増加が続
く中、米国通商政策の動向が景気の押し
下げ要因となる懸念も高まるなど、依然と
して不透明な状況が継続しました。

　当社グループにおきましては、2027年

3月期までの3年間を対象とする中期経営
計画「神栄チャレンジプロジェクト2026」を
策定し、本中期経営計画の3年間累計の連
結経常利益55億円以上を目標として掲げ
ており、2年目となる2026年3月期につい
ても、引き続き競争力のある事業ポート
フォリオの組成により安定した収益を確保
するとともに、総資産の効率的運用により
自己資本比率をさらに向上させつつ、資
本コストを上回る収益性の維持に取組んで
おります。

　当期間における当社グループの売上高
は、物資関連が減少したものの、食品関
連などが増加したことにより、全体では
21,411百万円（前年同期比8.7％増）とな
りました。

　利益面では、増収により営業利益は
809百万円（前年同期比34.8％増）、経常
利益は829百万円（前年同期比44.1％増）
となり、また特別利益に政策保有株式一部
縮減による投資有価証券売却益に加え、
前年度と同様に不動産売却に伴う固定資
産売却益を計上したことにより、親会社株
主に帰属する中間純利益は1,071百万円

（前年同期比113.8％増）となりました。 
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当期の業績見通しについて

　今後の世界経済は、ウクライナや中東問題
を巡る紛争の収束が見通せないなど地政学上
のリスクが高止まりし、米国通商政策による
景気の押し下げ圧力も高まり、特に中国では
米国に対する輸出の減少による影響が懸念さ
れています。わが国経済においては、原材料
費および人件費の上昇や物流コストの増加な
どによる消費者物価の高騰もあり、先行きの
見通しは依然不透明感が拭えない状態が続い
ております。

　当社グループでは、中期経営計画「神栄チャ
レンジプロジェクト2026」に基づいて、環境
変化にも適切に対応し、本中期経営計画の目
標である3年間累計の連結経常利益55億円
以上の達成に向け各セグメントにおいて以下
のとおり取組んでおります。
　食品関連における冷凍食品分野では、不透
明な為替相場を背景に仕入コストの上昇が懸
念される中、冷凍野菜においては販売価格の
適切な調整に加え取扱いシェアの拡大に取組
むほか、冷凍調理品および冷凍水産加工品で
は、市場ニーズに応じたきめ細かい商品戦略
を進めることで売上の伸長を図ります。また
農産分野においてもナッツ類などの拡販を進
めることで、一層の収益拡大につなげてまい
ります。
　物資関連においては、海外防災関連分野で
アゼルバイジャンにて展開しているプロジェク
トの現地調査を加速させます。機械機器・金
属製品分野における北米向け輸出では米国の
相互関税政策による影響を極小化させるべく

高付加価値商材の拡販に努め、建築金物・資
材分野においても着実に受注を積み上げるこ
とで、収益確保に努めてまいります。
　電子関連におけるセンサ機器分野、計測・
試験機器分野では、産業・物流・車載用途向
け高付加価値製品へのシフトやシステム・サー
ビス用途での高収益事業モデルの基盤づくり
を実現させるとともに、医薬品物流用途での
事業基盤確立により、引き続き収益拡大に努
めてまいります。コンデンサ分野では、産業
機器用途および新エネルギー用途での受注確
保や生産性改善により収益力の回復を目指し
てまいります。
　事業開発関連においては、共通価値の創造
を体現する新規事業の開発を強力に進めるほ
か、注力しているテレビショッピング向けアパ
レル通販事業において、大口契約獲得に加え
取扱いブランドの充実を進めることで事業拡
大・収益基盤の強化を進めてまいります。

　通期の連結業績予想としましては、当中間
期の実績および今後の見通しを踏まえ、売上
高は期初予想から上方修正し43,000百万円、
営業利益1,750百万円、経常利益1,700百万
円は据え置きとし、親会社株主に帰属する当
期純利益は上方修正し1,550百万円を見込ん
でおります。配当につきましても、業績予想
の上方修正を踏まえ期初予想に対し10円上
乗せし、前期比20円増配となる1株当たり
110円を予定しております。
　今後とも格別のご理解とご支援を賜ります
ようお願い申しあげます。
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財務ハイライト
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食 品 関 連

事業分野別の概況

◦売上高　17,528百万円
◦セグメント利益　1,124百万円

売上高 ◦売上高　1,685百万円
◦セグメント利益　167百万円

売上高

物 資 関 連

　食品業界の輸入
食材を取り巻く環境
は、インバウンドの
拡大を含め、外食産
業をはじめ幅広い業
態において食品需要

に回復の動きが継続しているものの、物流コストや人
手不足対策としての人件費上昇などのコストアップ要因
が依然として継続していることで、物価高騰による消費
動向への影響が懸念されました。
　このような状況の中、当社グループの冷凍食品分野
では、強みである品質管理体制を活かした医療老健施
設向けなど品質管理要求の高いルートへの販売に引き
続き注力するとともに、幅広い業態からの需要を取込
むべく生産から物流管理にわたるサプライチェーンの
安定化をさらに推進してまいりました。
　その結果、冷凍野菜・冷凍調理品・冷凍水産加工品
すべての商材において販売量が伸長し、売上は増加し
ました。利益面でも、売上の増加に加え、前年度に行
った販売価格調整も寄与したことで、利益率が回復し
利益は大幅に増加しました。
　農産分野では、円安基調による市場の仕入姿勢の慎
重化に加え、主力のカシューナッツをはじめとしたナッ
ツ類の価格上昇基調が継続する中でも、市場ニーズを
的確に捉え販売機会の獲得を増やしたことで、売上・
利益ともに大幅に増加しました。
　その結果、食品関連の売上高は17,528百万円（前
年同期比11.5％増）、セグメント利益は1,124百万円（前
年同期比34.4％増）となりました。

　輸出事業を取り巻く環境は、引き続き円安基調が価
格競争力を下支えした一方で、米国通商政策や中国経
済の減速傾向が影響し、総じて足踏み状態が続きまし
た。輸出数量は業種・地域によりばらつきが見られ、
自動車や半導体関連では一部で減速感が強まりました。
　このような状況の中、当社グループの機械機器・金
属製品分野では、建設機械および鋳物の取扱いは増加
したものの、ハードウエアや北米向け試験機器の取扱
いが減少したことで、売上・利益ともに減少しました。
　海外防災関連分野では、新規現地調査案件を開始し
たことにより、売上・利益ともに増加しました。
　国内における住宅建設関連においては、集合住宅の
着工件数が減少している中、当社グループの建築金物・
資材分野では近畿圏での販売が減少し、売上・利益と
もに減少しました。
　生活用品分野でも、オーラルケア商品の販売は伸長
しましたが、その他の
商品が低調に推移し、
売上・利益ともに減
少しました。
　その結果、物資関
連の売上高は1,685
百万円（前年同期比
9.5％減）、セグメント
利益は167百万円（前
年同期比21.8％減）と
なりました。

食品部 取扱商品（冷凍サンマ）

産業資材部 取扱商品
（タイ・ベトナム製鋳物）

調理例
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関 連
◦売上高　257百万円
◦セグメント利益　△28百万円

売上高◦売上高　1,939百万円
◦セグメント利益　156百万円

売上高

電 子 関 連
事 業 開 発

　社会課題の解決やサステナ
ブルな社会の実現を目指した
新規事業や新たなビジネスモ
デルの開発について、専任の
部署が鋭意調査・研究を推進
するとともに、将来性が見込
まれる事業の発展に取組んで
おります。
　育成事業としてのアパレル
通販分野では、テレビショッピ
ング向けに取扱う複数のブラ
ンドのデザインや品質が消費
者から広く支持され、売上は
堅調に推移しました。一方で、
在庫の適正化を図るため値下
げ販売を実施したことにより
利益率が低下し、経費も増加
したことで利益はほぼ横ばいとなりました。
　同じく育成中の食品輸出分野では、香港における食
品市場の需要の回復が鈍化している中、販売競争は激
化しており、香港向けの菓子類などの輸出が減少しま
した。
　その結果、事業開発関連の売上高は257百万円（前
年同期比26.4％増）、セグメント利益は28百万円の損失

（前年同期は24百万円の損失）となりました。

　電子部品業界は、AI用途をはじめとする高付加価値
領域での回復基調が続き、また全体としても在庫調整
が概ね一巡し需要と供給のバランスが回復傾向にある
ものの、米国通商政策や中国経済の減速傾向を背景に
産業分野や車載分野では依然として軟調な動きが継続
し、民生分野でも需要の回復は穏やかなものにとどま
りました。
　このような状況の中、当社グループのセンサ機器分
野では、湿度センサが民生用途で減少したものの、民
生用途のホコリセンサ、産業用途の粒子計測機器とも
に堅調に推移したことで売上・利益ともに増加しました。
　計測・試験機器分野では、輸送や梱包に係る各種試
験機の販売が増加し、吸収分光式水分計測機器の販売
も順調に推移したものの、大型案件のあった前年同期
比では売上・利益ともに減少しました。
　コンデンサ分野では、照明用途や産業機器用途が堅
調に推移し、低調であった前年同期と比べると売上は
増加し採算も改善しましたが、厳しい状況が続きました。
　その結果、電子関
連の売上高は1,939
百万円（前年同期比
1.2％増）、セグメン
ト利益は156百万円

（ 前 年 同 期 比2.6％
減）となりました。

神栄テクノロジー㈱ 取扱製品
（物流用振動ロガー G-TAG Trec View）

アパレル通販事業グループ
取扱商品

（「CHILLO（チーロ）」）
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中間連結財務諸表

科　　　目
前決算期 当中間期

科　　　目
前決算期 当中間期

2025年3月31日
現　　在

2025年9月30日
現　　在

2025年3月31日
現　　在

2025年9月30日
現　　在

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）
流 動 資 産 17,502 17,482 流 動 負 債 13,439 11,812
固 定 資 産 10,060 10,265 固 定 負 債 5,337 6,101

有 形 固 定 資 産 3,841 3,690 負　債　合　計 18,777 17,914
無 形 固 定 資 産 113 122 （ 純 資 産 の 部 ）
投 資 そ の 他 の 資 産 6,105 6,451 株 主 資 本 5,981 6,719

資 本 金 2,065 2,065
資 本 剰 余 金 605 606
利 益 剰 余 金 3,771 4,491
自 己 株 式 △461 △444

その他の包括利益累計額 2,803 3,114
その他有価証券評価差額金 2,828 3,174
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △15 4
為 替 換 算 調 整 勘 定 △10 △65

純 資 産 合 計 8,785 9,833
資　産　合　計 27,562 27,747 負債純資産合計 27,562 27,747

（単位 :百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

》中間連結貸借対照表
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科　　　目
前中間期 当中間期

2024年4月1日から2024年9月30日まで 2025年4月1日から2025年9月30日まで

売 上 高 19,702 21,411
売 上 原 価 15,626 17,000
売 上 総 利 益 4,076 4,410
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,476 3,601
営 業 利 益 600 809
営 業 外 収 益 103 143
営 業 外 費 用 128 123
経 常 利 益 575 829
特 別 利 益 79 599
特 別 損 失 5 9
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 649 1,419
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 122 280
法 人 税 等 調 整 額 26 66
法 人 税 等 合 計 148 347
中 間 純 利 益 501 1,071
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益 501 1,071

（単位 :百万円）

科　　　目
前中間期 当中間期

2024年4月1日から2024年9月30日まで 2025年4月1日から2025年9月30日まで

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 886 820
投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 44 780
財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △1,211 △1,425
現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額 36 △33
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △245 141
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 1,459 1,146
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 中 間 期 末 残 高 1,214 1,287

（単位 :百万円）》中間連結キャッシュ・フロー計算書

》中間連結損益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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　当社食品部は、国内冷凍食品事業の持続可能
な安定的拡大に向け、サプライチェーンの各段
階の強化をさらに推進しています。仕入面では、
現地事務所を活用した東南アジアからの調達を
拡大しており、特にベトナムにおいては生産・加
工技術の向上により、加熱調理を前提としない
冷凍スイーツや自然解凍品のように厳格な衛生
管理が求められる商材にも幅広く適応できるよう
になっています。
　新商品の1つは冷凍ロールケーキで、ふわふ
わ食感の生地で2種類のクリームを巻き上げまし
た。クリームは、いちごとミルク、チョコとミルク、
抹茶とチョコの3種類があります。自由なサイズ
にカットできる「フリーカット」と、切る手間が掛
からずオペレーションの効率化につながり調理人
員が少ない現場や繁忙期でも活用しやすい「カッ
ト済み」を提供しています。
　もう1つの新商品は、沖縄の郷土菓子として親
しまれているサーターアンダギーで、自然解凍
で食べられますので調理の手間要らずです。味
は、プレーン、抹茶味、コーヒー味、いちご味
の4種類を提供しています。
　今後とも、幅広い商品ラインナップと高い品
質管理体制によりお客様のニーズにお応えする
ことで、さ
らなる事業
拡大を推進
してまいり
ます。

　当社食品部では、昨今の人手不足などの社会
課題に対応するため、現場オペレーションの簡
便化を実現しつつ、品質と味わいにもこだわっ
た冷凍調理品の開発を進めています。その一環
として、解凍するだけで本格的な味を楽しめる
中華惣菜シリーズを展開しています。
　今回紹介する商品は、豚肉や海鮮、野菜のバ
ランスが良く、豊かな旨味と彩りを味わえる冷凍

「彩り八宝菜」、甘辛い味噌ダレが豚肉・キャベツ・
ピーマンにしっかり絡み合う冷凍「特製タレの回
鍋肉」、トロッと柔らかい
ナスにピリッとした辛さと
コクのある麻婆ソースが
絡み合う冷凍「旨辛麻婆
ナス」の3品です。
　これらはすべて中国の
協力工場で製造しており、
本場の製法を活かした本
格的な味わいを実現して
います。また、解凍のみ
で提供できる自然解凍品
であるため、調理の手間
が省け安定した品質を保
つことができます。
　今後も、おいしさと便
利さを兼ね備えた魅力あ
る商品ラインナップを幅
広く取り揃え、食の豊か
さを提供してまいります。

神栄㈱食品部

ベトナム産商品の
ラインナップ拡充

トピックス
2

神栄㈱食品部

手軽さと本格志向を両立した
冷凍中華惣菜の新提案

トピックス
1

冷凍「ロールケーキ」冷凍「旨辛麻婆ナス」 冷凍「サーターアンダギー」

冷凍「特製タレの回鍋肉」

冷凍「彩り八宝菜」
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　当社産業資材部では、タイ・ベトナムにある
複数の鋳物工場と長年にわたり強固なネット
ワークを構築し、様々な鋳物商品の輸入・販売
を行っております。お客様のニーズに対応し、
日本品質を熟知した現地スタッフが日本基準で
生産・品質管理を行い、低コストで高品質な商
品の提供を可能としています。
　このたびアウトドアブランド「UNIFLAME」
およびバーベキュー施設を多数運営する㈱ス
テップアウトと特製鋳鉄製ジンギスカン鍋「マル
チポット」を共同開発しました。
　このジンギスカン鍋は、蓄熱性に優れた鋳鉄
を採用しており、食材をしっかりと加熱し、肉や
野菜のうまみを逃さず外はこんがり、中はジュー
シーに調理することができます。また、専用タ
レに漬け込んだ特製ジンギスカン肉の提供も行
い、「手ぶらBBQ」という新たなアウトドアスタ
イルを提案しています。
　今後ともお客様のニーズに対応した様々な商
品企画、開発に取組んでまいります。

神栄㈱産業資材部

鋳物ジンギスカン鍋の開発トピックス
3

　物流の2024年問題やドライバー不足等によ
り、従来のように配達員から直接手渡しで商品
を受け取る「対面配達」ではなく、自宅の玄関
の前など指定した場所に商品を置いてもらう「置
き配」の利用が増加しており、「置き配」を安心
して利用するための宅配ボックスの需要が高
まっています。
　神栄ホームクリエイト㈱は、集合住宅向け建
築金物の総合ファブレスメーカーとして各種宅
配ボックスの販売実績がありますが、このたび
電源不要で屋内だけでなく軒下などの屋外にも
設置可能な機械式テンキー錠タイプの宅配ボッ
クスを新たに開発し、販売を開始しました。機
械式テンキー錠を採用したことで、電源工事・
配線工事が不要なため設置場所を選ばず施工
の手間も少なく、また電池交換も不要です。
　「置き配」関連の需要は今後ますます拡大し
ていくことが見込まれますので、ニーズに合っ
た製品開発を進め、さらなる拡販につなげてま
いります。

特製ジンギスカン肉（左下）

神栄ホームクリエイト㈱

電源が不要な機械式テンキー錠
タイプの宅配ボックスを発売

トピックス
4

機械式テンキー錠

特製鋳鉄製ジンギスカン鍋
「マルチポット」

宅配ボックス（機械式、屋内・防滴兼用）

製品紹介ページ　https://www.shinyei-shc.co.jp/topics/topics20251002.html
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神栄テクノロジー㈱

　神栄テクノロジー㈱が2002年に世界で初め
て開発した保持式落下試験機「DT-202/205 
シリーズ」は、ノートPC、スマートフォンやタ
ブレットといった携帯端末の性能評価に欠かせ
ない落下試験機のデファクトスタンダードとして、
シリーズ累計出荷台数1,000台を突破しました。
本シリーズは世界各地で使用され、耐落下性
能向上と軽量・薄型設計の両立に大きく貢献し
ています。近年では、医薬品・化粧品・食品な
ど多様な分野へと用途が拡大し、実使用環境や
輸送環境における落下や衝撃へのリスクを正し
く評価することの重要性が一層高まっています。
　このようなニーズの高まりを受け、同社は新
型の落下試験機「DT-202AIR」を開発し、本
年9月に販売を開始しました。新機構である真
空吸着（エア吸着）保持方式を採用したことで、
スマートウォッチやワイヤレスイヤホンなどの小
型精密機器、液体等を充填したパウチ包装のよ

うに変形しやすいパッケージ商品など、多種多
様な製品の落下試験に対応できるようになりま
した。変形しやすいパッケージ商品は、従来の
挟込保持方式では落下方向を確定させるため
に煩雑な対応が必要でしたが、真空吸着保持
方式では容易に高精度かつ再現性の高い落下
試験を実現できます。
　販売開始に合わせ、本製品を本年９月10日
から12日まで東京ビッグサイトで開催された各
種試験と計測評価に関する国内唯一の総合展

「TEST2025－第18回総合試験機器展」に出展
したところ、様々な業種の方々より高い関心を
集めました。
　今後も技術開発力を活かして、多様化する
ニーズに対応しグローバル展開をさらに推進す
ることで、当社グループの収益拡大に貢献して
まいります。

新型・真空吸着式 落下試験機の販売開始トピックス
5

真空吸着式落下試験機「DT-202AIR」
DT-202AIRを用いた

ワイヤレスイヤホンの落下試験の様子
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　当社食品輸出事業開発グループでは、高品質
な日本産の食品を選りすぐり、香港・東南アジ
アを中心に海外へ輸出を行っています。今後の
事業拡大に向けて、本年８月に中国の深圳と香
港、ベトナムのホーチミンで開催された展示会・
商談会に出展しました。各会場では多くのご来
場があり、日本酒やスイーツが好評を博しました。
今後も、海外市場のニーズに合った商品を開拓
し、食品輸出事業の拡大に取組んでまいります。

神栄㈱食品輸出事業開発グループ

食品輸出拡大に向けた海外での
展示会・商談会への出展

トピックス
6

　当社グループでは、株式市場での認知度を
高めるべくIRの強化を推進しており、様々な情
報発信を行っています。その一環としてこのた
び、投資家向けYouTubeチャンネル「ディスカ
場 Powered by 日興アイ・アール」の人気コ
ンテンツである「ズバリ質問！あの企業の○○」
において当社グループを紹介する動画が公開さ
れました。
　「ズバリ質問！あの企業の○○」は、投資系イ
ンフルエンサーである「妄想する決算」氏が注
目企業のビジネスモデルや直近決算を分析し、
分析の過程で浮かんだ疑問を直接企業に直撃
するという構成です。今回は当社経営企画室長
が「妄想する決算」氏と対談し、様々な質問に
答えています。
　毎年9月と12月に開催しています個人投資家
向け会社説明会とはひと味違った視点で、当社
グループの事業や強み、中期経営計画などへ
の理解を深めていただける内容となっています
ので、ぜひご覧ください。

神栄グループ

投資家向けYouTube
チャンネルでの動画公開

トピックス
7

【深圳】
国税庁主催「日本産酒類海外販路開拓支援事業 海外商談会」
京都の有名酒造メーカーの商品を
紹介し、複数の引き合いを獲得し
ました。

【香港】
香港貿易発展局主催「Food Expo Pro 2025」
31カ国・地域から約680社が参加
するアジア最大級のB to B向け総
合食品見本市で、ドーナツやプリ
ンなどの商品を紹介し、様々な商
談へと発展しました。

【ホーチミン】
神戸市・神戸商工会議所主催「海外現地商談会（ベトナム）」
試食会を通じて、北海道産クッ
キーやキャンディなどが高い評価
を得ました。

こちらよりご覧ください。
https://youtu.be/9WLZYuG9iEM
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255,788株
27名

138,953株
27名

250,987株
1名

1,191,146株
17名

1,538,655株
4,052名792,971株

56名 個人・その他
金融機関
その他の法人
金融商品取引業者
外国法人等
自己名義株式

■ 所有者別分布状況

株式の状況 （2025年9月30日現在）

■ 社　名　神栄株式会社（英文：SHINYEI  KAISHA）
■ 本　社　〒651-0178
　　　　　 神戸市中央区京町77番地の1
■ 設　立　1887年5月24日
■ 資本金　20億65百万円
■ 従業員（連結）　 477名
■ 主要な事業内容（連結）
　 食 品 関 連	 冷凍野菜・冷凍調理品・
	 冷凍水産加工品・農産物の販売
　 物 資 関 連	 金属製品・機械機器・建築資材・
	 建築金物・生活雑貨の販売、
	 防災関連の調査・資器材の販売、
	 不動産業、保険代理店業
　 電 子 関 連	 各種センサ・計測機器・試験機・
	 電子部品の製造販売
　 事業開発関連	 新規事業開発、衣料品・服飾雑貨の
　　　　　　　	 通信販売、食品の輸出販売
■ 事業所

支　　　店	 東京支店、福岡支店、香港支店
研　究　所	 神栄グループR&Dセンター
営　業　所	 沖縄営業所、名古屋営業所、
	 札幌営業所
海外事務所	 北京、ホーチミン、バクー、バンコク

■ 子会社
神栄テクノロジー（株）
神栄キャパシタ（株）
神栄リビングインダストリー（株）
神栄ホームクリエイト（株）
Shinyei Corp. of America（米国）
神栄商事（青島）貿易有限公司（中国）
Shinyei Kaisha Electronics（M）SDN. BHD.（マレーシア）

株　主　名 当社への出資状況
持株数（持株比率）

株式会社メディパルホールディングス 208,500株（ 5.32 % ）
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 187,500 （ 4.79 　 ）
株 式 会 社 三 菱 ＵＦＪ銀 行 187,500 （ 4.79　 ）
株 式 会 社 み な と 銀 行 180,800 （ 4.62　 ）
農 林 中 央 金 庫 165,000 （ 4.21 　 ）
神栄グループ従業員持株会 134,296 （ 3.43　 ）
株 式 会 社 ノ ザ ワ 122,300 （ 3.12 　 ）
株式会社さくらケーシーエス 101,000 （ 2.58 　 ）
兵庫県信用農業協同組合連合会 100,000 （ 2.55 　 ）
株 式 会 社 泉 屋 製 菓 総 本 舗 　98,000 （ 2.50 　 ）

（注）持株比率は、自己株式数（250,987株）を控除して算出しております。

■ 発行可能株式総数	 12,000,000株
■ 発行済株式の総数	 4,168,500株

（自己株式250,987株を含む）
■ 株主総数	 4,180名
■ 大株主（上位10名）

会社概要 （2025年9月30日現在）
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株主メモ
■ 事 業 年 度	 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 基 準 日	 定時株主総会　　　　　　	 3月31日
	 剰余金の配当（期末配当金）	 3月31日
■ 定 時 株 主 総 会	 毎年6月
■ 株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
	 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
	 三菱UFJ信託銀行株式会社
■ 同 連 絡 先	 〒541-8502
　　　　（お問合せ先）	 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
	 三菱UFJ信託銀行株式会社
	 大阪証券代行部
	 電話 0120-094-777（通話料無料）
■ 公 告 方 法	 電子公告
	 当社ウェブサイト
	 （https://www.shinyei.co.jp/）に掲載

ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載

■ 上場証券取引所	 東京証券取引所
■ 証 券 コ ー ド	 3004

単元未満株式の買増・買取請求について

　単元未満株式を所有される方は、その単元未
満株式の数と併せて1単元（100株）になる株式の
数を、当社に対して買増の請求することができま
す。また、単元未満株式の買取請求につきまして
も、お取扱いしております。

※株主様の住所・氏名のご変更、配当金受取方法のご指定、
単元未満株式の買取請求・買増請求などの各種お手続きに
つきましては、口座を開設されている証券会社にお問合せ
ください。

※特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきま
しては、特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行
にお問合せください。また、三菱UFJ信託銀行本支店にお
いても、お取次ぎいたします。

※未受領の配当金につきましては、株主名簿管理人である
三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

（2025年9月30日現在）役　　員
　代 表 取 締 役

兼社長執行役員	 赤　澤　秀　朗

　代 表 取 締 役
兼専務執行役員	 中　川　太　郎

　取　　締　　役
兼 執 行 役 員	 長　尾　謙　一

　取　　締　　役
兼 執 行 役 員	 小　西　則　一

　取　　締　　役
（常勤監査等委員）	 山　水　教　賢

 *取　　締　　役
（ 監 査 等 委 員 ）	 渋　谷　一　秀

 *取　　締　　役
（ 監 査 等 委 員 ）	 西　原　健　二

 *取　　締　　役
（ 監 査 等 委 員 ）	 中　尾　一　彦

 *取　　締　　役
（ 監 査 等 委 員 ）	 小　島　幸　保

　執 行 役 員	 谷　口　博　一

　執 行 役 員	 岸　本　　　勝

　執 行 役 員	 中　西　　　徹

　執 行 役 員	 小　山　文　也

　執 行 役 員	 林　　　貴　之

　（注） *印は、社外取締役であります。
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